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簡単な教材の考案、展示・解説と考察－博物館実習報告②－ 
 

吉 川  和 樹＊1), 團  優 菜＊2), 辻 村  佐 和 子＊3) 

榊 山  萌＊4), 石 田  鮎 美＊5), 杉 野  和 音＊6) 

 
 

概 要  
 

平成 30 年度博物館実習の課題２として、実習生が展示場において実演可能な、自身の研究テーマ

もしくは自身の関心のあるテーマを説明する簡単な教材を考察し、準備・製作を行った。また実際に来

館者に対して演示を行った。 
本稿では教材の考案から実践、考察までを報告する。 

 
 
１．はじめに  
１－１．目的  

この課題の目的は、簡単な教材を考案、準備・製作

を行うことで展示を企画する能力を身に着けることにあ

る。学芸員は自ら展示物や企画を考え、作り上げない

といけないことがあるので、この能力は非常に重要であ

る。また来館者に考案した教材を見せながら、解説を

行うことで、演示力やコミュニケーション力を身に着ける

こともできる。 
１－２．課題の流れ 

課題２は「一般のお客様が楽しみながら科学を学べ

ること」、「５名程度のお客様が楽しめること」、「実験を

行う場合は安全が担保できること」、「実習生が準備・

負担できる範囲で行うこと」という４つ条件のもとに行っ

た。 
実習の２日目に企画書の提出、プレゼンを行い、各

実習生が教材のテーマや内容を考えた。その後、各

自で教材を制作し、来館者に演示を行った。何度も演

示を行う中で教材を改良し、実習の最終日に教材の

発表を行った。 
１－３．教材のテーマとその担当者  

表１に教材のテーマ及び担当者を示した。以下各

                                                   

 *大阪市立科学館 平成 30 年度博物館実習生 

 １）広島大学大学院 理学研究科 

 ２）新潟大学 理学部 

 ３）名城大学 農学部 

 ４）高知大学 農学部 

 ５）愛媛大学 理学部 

 ６）奈良女子大学 理学部 

章にて、その実践内容を報告する。 
表１ 教材テーマと担当者  

実習生名  演示・実験の内容  各章  

吉川  和樹  質量ってなんや ２章  
團  優菜  人工知能 (AI)ってどうやっ

て学習するの？ 
３章  

辻村  佐和子  ペーパークロマトグラフィー

であそぼう 
４章  

榊山  萌  虫はどうやって食べ物をみ

つけるの？ 
５章  

石田  鮎美  いろいろな宇宙の姿  ６章  
杉野  和音  素粒子の種類と役割に関

する教材  
７章  

 
２．質量ってなんや（吉川） 
２－１．目的  

普段当たり前のように存在している質量（重さ）が何

からできているのか考えてもらい、身近な存在でも知り

もしないような原理で成り立っていることを知ってもらう

ことを目的とした。またヒッグスなどの素粒子や物質の

成り立ちに興味を持ってもらえたらと考えた。 
２－２．作成した教材  

使用した材料はそれぞれ以下の通り。 
模型教材：紙粘土、ダンボール、綿  
説明用教材：スケッチブック 
２－３．実践  
（１） はじめに「質量とは何か」とお客さんに質問し改め 
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て質量とは何か、また質量の違いは何によるかを考

えてもらう。 
→質量は重さ、違いは密度によるものという回答がほと

んど 
（２）これ以上細かくできない粒子を素粒子といい、物

質はこれらにより構成されている。クォーク、電子、光

子を例に出し紹介する。 
（３）模型教材を用いてそれぞれの粒子の質量につい

て説明する。箱に詰めた綿を雪だと思ってもらいクォ

ーク（足）、電子（スキー）、光子（羽）の中で雪の中

を速く移動できるか答えてもらう。 
→ほぼ全ての方が光子、電 子、クォークの順で正しく

回答  
（４）速く移動する順＝質量の軽い順番であることから、

動きにくさ＝質量と説明  
（５）動きにくさの原因を聞く 
→だいぶ誘導がいるが雪と回答してもらう 
（６）動きにくさの原因＝質量の原因が雪で、私たちの

いる空間にもこの雪の役割をするものが存在し、そ

れがヒッグスと紹介。 
２－４．考察  

多くのお客さんが初めて耳 にする話で伝え方が非  

 
常に難しかった。実践初期は定義そのままの表現を使

いすぎてうまく伝わらなかった。内容自体が全く親しみ

のない内容なので言葉使いだけでも簡単にして、極力

模型や説明書きを使って視覚的かつ具体的な説明を

心がけることで多少改善された。大人のお客さんでも

難しい内容であるため小学生ぐらいのお客さんへの解

説を避けていたが素粒子の並べ替えから質量の概念

あたりまでの短い説明にすることでなんとか成立させる

ことができた。どれだけ複雑な内容でも伝えかた次第

で理解度は大きく変わることがわかった。 
 
３．人工知能（AI）ってどうやって学習するの？（團） 
３－１．目的  

私は人工知能 (AI)を用いた研究を行っているが、こ

の研究を始めるまでは、人工知能についてあまりよく知

らなかった。また近頃、身の回りに「人工知能搭載」と

売り出した商品が増えているが、人工知能という言葉

は知っていても、具体的にどういうものなのか知らない

人が多い。そこで、近年人工知能がブームになった背

景として、人工知能が知識を定義する要素（特徴量）

を自ら学習することができるようになったことが挙げられ

ることから「学習」をポイントにして人工知能がどういうも

のか、またどういうことをしているのか実際に体感しても

らいたいと思い、教材を作成した。 
３－２．教材  

人工知能の学習方法としては主に、教師あり学習、

教師なし学習、強化学習の３つの方法が挙げられる。 
（１）教師あり学習  

手書き文字認識のように、画像データと、その答え

のデータ（教師データ）が対になって与えられたデー

タセットを用いて学習する方法である。 
（２）教師なし学習  

教師データは与えられず、単に大量の画像だけが

与えられ学習する方法である。 
（３）強化学習  

写真２－１ 模型教材 

写真２－２ 説明用教材 

写真２－３ 解説の様子 
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エージェントは環境の状況に基づき行動を選択し、

その行動に伴い環境が変化する。環境の変化によ

って、何らかの報酬がエージェントに与えられ、エー

ジェントはより良い行動の選択を学習していくという

方法である。 
この３つの学習方法を説明したいと考え教材を作成

した。また人工知能の得意な分野として、分類と予測

（回帰）が挙げられるが、今回が分類に限定して解説

を行った。 
教材を作成するために使用したものは以下のもので

ある。 
・画用紙（白、色のついたもの（10 色）） 
・写真（犬の写真４枚、猫の写真４枚） 
・ホワイトボード 
・マグネット 
・ペン 
・色鉛筆  
３－３．実践  

１）導入、２）教師あり学習、３）教師なし学習、４）強

化学習、５）まとめ、という順番で演示を行った。 
１）導入として身近なものから考えてもらおうと思い、

身の回りの人工知能が組み込まれた製品を集めたパ

ネルを見せて、知っているものがあるか尋ねた（写真３ 

 

 

－１）。来館者が知っていた製品のパネルはひっくり返

し、知らなかった製品は説明をしてからパネルをひっく

り返した。その後、人工知能は人間の「脳」の役割をし

ていることを伝え、人間が学習するように人工知能も学

習をすることを説明した（写真３－２）。 
２）学習方法が３つあることを示し、その後私たちは

普 段どこで誰から勉 強を教 えてもらっていますか？と

問いかけた。私たちに先生がいるように、人工知能に

も先生 (教師データ)がいる学習方法があることを伝え、

犬と猫の写真を分類してもらうことで、実際に教師あり

学習の体験を行ってもらった（写真３－３）。私たちは

小さな頃から動物と関わっているので、長年の経験か

ら犬と猫の類似点や相違点など特徴を学んでいること

を確認してもらった。また、自動運転や音声アシスタン

トや家電製品、顔認識で教師あり学習が用いられてい

ることを伝えた。 
３）先生がいれば先生がいない学習方法もあります、

ということで二つ目の学習方法として教師なし学習の

説 明 を 行 っ た 。 1 0 種 類 の 色 画 用 紙 （ 赤 、 ピ ン ク 、 

 

 

写真３－１ 身の回りの人工知能を集めたパネル 

身の回りの人工知能が組み込まれた製品を集めた

パネル。対戦ゲーム、家電製品、顔認識、オンライ

ン広告、自動運転、ロボット、音声アシスタントの６

つのパネルを作成 

写真３－２ 人工知能の役割を伝える教材 

写真３－３ 教師あり学習の問題 

このパネルを教師データとし、実際に犬の画像４枚

と猫の画像４枚を分類してもらった 

写真３－４ 教師なし学習の分類例 
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茶色、オレンジ、黄、緑、水色、青、黒、白）を、似た者

同士の二つのグループに分類してもらった。その後分

類の例を見せることで、色画用紙には何通りかの分類

方法があることを確認した（写真３－４）。その後教師な

し学習を用いると、人工知能は人間が思いつかなかっ

た方法で分類してくれる可能性があることを伝えた。ま

たオンライン広告などに教師なし学習が用いられてい

ることを説明した。 
４）強化学習は口頭で説明を行った。学習すること

で、より良い行動がとれるようになるということをゲーム

の例を用いて説明した。また実際に対戦ゲームで強化

学習が行われていることを伝えた。 
５）今まで伝えた３つの学習 方法をまとめ整理した

（写真３－５）。また人工知能に興味を持った方が人工

知能について調べられるように、おすすめの本を紹介

した。 

 

 

３－４．結果・考察  
一番興味を持って話を聞いていただけたのは予想

通り大人の方だった。自ら質問をして下さる方も多く人

工知能への関心の高さがうかがえた。反対に未就学

児や小学生はそもそも人工知能を知らない、人工知

能搭載の製品を見たことがないという人も多く、導入が

上手くいかないことも多く説明が難しかった。人工知能

についてよく知らない人に、どのように興味を持っても

らうか、ということを非常に考えさせられた。また話が長

くなってしまったため、簡潔にわかりやすい言葉で説明

することの難しさを実感した。しかし何度も同じ演示を

行うことで、こういう例えを用いると伝わる、というのがわ

かるようになり、自分自身も楽しく演示を行うことができ

た。また少人数のグループへ演示を行うことで、来館

者全員の反応を直接見ることができたというのは非常

に意義があった。演示に時間をとると思い、積極的に

来館者に話しかけにいけなかったことが悔やまれる。 
この演示で来館者に行ってもらった作業は非常に

単純なものであったが、その分どういうことを人工知能

が行っているのか掴みやすかったと思う。なるほど、と

言ってもらえることが多く嬉しかった。 
 
４．ペーパークロマトグラフィーであそぼう！（辻村） 
４－１．目的  

私は有機合成化学を専攻している。様々な試薬を

用いて、天然に存在する化学物質をフラスコ内で合成

している。その際、目的の化合物が生成しているかを

見たり、原料が消失しているかを確かめたり、生成物に

どれくらい物が混ざっているかを判断するために用いる

実験手法が、TLC (thin-layer chromatography) であ

る。シリカゲルなどの担体と化合物との親和性や、溶

媒と化合物との親和性の違いによって、混合物を分け

られるという原理に基づく。この原理を用いて、身の回

りにある紙とペンを使って、インクの色を分離することも

可能である。有機合成化学の実験で必ず用いる実験

操作を身近に体験し、ペーパークロマトグラフィーの原

理 を理 解 してもらうことを目 的 に、演 示 ・解 説 を考 え

た。 
４－２．演示準備  
〈実験に用いたもの〉 

ガラス瓶、エタノール溶液（燃料用。薬局で購入で

きる）、画用紙（スケッチブックの紙を使用）、鉛筆、水

性ペン（黒、茶、赤、黄、青、橙、黄緑）、割り箸、マス

キングテープ、キッチンタイマー（４分測るための） 
ガラス瓶にエタノール溶液を 1cm ほど加える。はさみ

で画用紙を横 2cm、縦 8cm ほどに切る。画用紙の下

から 1.5cm ほどの位置に鉛筆で平行線を引く。その平

行線上に鉛筆で直径約 5mm の円を２つ描く。 
〈解説に用いたもの〉 

色画用紙、クリアファイル 
解説用の資料は３枚用意した。それぞれ、実験操

作の手順、親和性と極性の原理説明、７色全ての実

写真３－５ まとめ 

写真３－６ 演示の様子 
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験結果についての解説を図やイラストを用いて手書き

で記載した。 

 
４－３．実践  

プチサイエンスショーで使用する台を用いて、ペー

パークロマトグラフィーの実験を行った。手順は次の通

りである。来館者に、画用紙上の円それぞれを２色（好

きな色）の水性ペンで塗ってもらう。その紙をマスキング

テープで割り箸に固定する。タイマーをセットし、画用

紙の端をガラス瓶のエタノールに浸す。４分間待って、

色の変化を見た。 

 

４－４．結果と考察  
時間が経つにつれて色が分かれていく様子を、視

覚的に楽しんでもらえた。子供にはインクの色素によっ

て紙との親和性に違いがあり、色素が進むスピードが

異なることを「紙と色素の仲良しさ」という言葉を用いて

説明した。また、イラスト付きの教材を用いることで容易

にイメージできるようにした。大人に対しては親和性や

極性の話に加えて、ペーパークロマトグラフィーと同じ

原理を使って研究室で実験を行っている話をした。相

手に応じて解説の仕方を変えることで、より理解しやす

くなると考えられる。 
実験を行う際に心がけたことは、来館者が退屈しな 

 
いよう、４分待っている間に原理を説明することである。

また、原理を考えてもらえるような声かけも工夫した。例

えば、黄緑のペンを用いたとする。色が分離し始める

前には「どんな変化が起こると思う？」、色が分離し始

めたら「黄緑色は何色と何色を混ぜて作る？」と言った

声かけである。自分から一方的に話すのではなく、相

手の反応を確認しながら解説をするようにしたところ、

相手も自分も楽しみながら実験できた。インクの色につ

いて解説をする際に、色の三原色も加えて話した。実

験後に「家でもやってみたい」「他の色でやってみたら

どうなるだろう」という意見を頂き、ペーパークロマトグラ

フィーに興味を持ってもらえたことが実感できた。 
 
５．「虫はどうやって食べ物をみつけるの？」（榊山） 
５－１．目的  

私の研究分野は虫と植物の関係、化学生態学であ

るが、大阪市立科学館では、実際に匂いを嗅ぐことや、

繊維を見てもらうことによって化学物質と自分達の生

活が深く結びついているということを認識してもらうよう

にできていた。 
そこで、自分の研究内容も交えて化学物質と日常

生活がいかに深い物であるかをさらに、認識してもらう

ことを目的とした。 
５－２．演示準備  
５－２－１．教材材料  

画用紙、ペン、ニンジン、バジル、ナス、95%メタノー

ル、ビン、マグネット 
５－２－２．教材準備  

ニンジン、バジル、ナスをそれぞれ、約 1cm×1cm の

大きさに切り、95％メタノールの抽出溶媒とともに瓶に

入れた。この溶媒はニンジン、バジル、ナスがそれぞれ

しっかりとつかるぐらいまでを目安とした。そして、それ

を 2 日間ほど、静置し、抽出を行った。 
５－３．実践  

まず、通りかかりに目を向けてくださった方に、「少し

クイズをしてみませんか？」と問いかけ、カブトムシ、ア 

写真４－１ 実際に使用した資料 

写真４－２ 実験の様子 

写真４－３ 親和性と極性の原理説明用の教材 
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ゲハチョウの幼虫、モンシロチョウの幼虫のパネルと、

食べ物である樹液、みかん、キャベツのパネルと合わ

せてもらうクイズを行った。合わせてもらった後に、じゃ

あ、どうやって、この食べ物を見つけているのかという

疑問を投げかけ、積極的に考えてもらうように試みた。

そして、実は化学物質の中には色や匂いを持つもの

があることを説明し、実際にニンジン、バジル、ナスを

用いて色を見せ、そして匂いは大阪市立科学館で展

示されているものを嗅いでもらうように促した。そして、

最後に最初に行った食べ物にはどういうものが含まれ

ているのかという化学物質を紹介した。 
しかし、小さい子供には化学物質がよくわからないと

なるので、食べ物の色や匂いは化学物質という目に見

えないものが多く含まれているからであることと、化学

物質という言葉を、できるだけわかりやすい説明にし、

紹介する努力を行った。 

 

５－４．考察  
この演示を行うにおいて、伝えるということがどれほど

大変であるかということがよくわかった。また、年齢に応

じて説明を変えることの難しさもとても、実感することが

できた。 
実際に演示を行ってみると、自分の伝えたいことが

順番によっては、別の捉え方になることや、また、小さ

な子供たちには、少し、難しい言葉であるなど、改善す

べき点がいくつも見つかった。初日だけでなく、最後の

発表の前日まで改善点が多く見つかり、学芸員さんが

いかに工夫を重ねて、展示を行っているのかということ

を知ることができた。 
また、来館者の中には外国人の方もいて、日本語

が通じないことがあり、英語でお話したものの、自分の

伝えたいことがうまく伝わっているのかわからず、こうい

った言葉の壁においても、もっと考え、工夫していかな

ければならないと実感することが出来た。 
そして、科学館では、その場で楽しかったと感じるだ

けでなく、その場で興味をもったことに対して、家に帰

って、または学校に行き、さらに興味を深めてもらえる

ように話すことや、簡単な実験を帰ってからも行っても

らえるようにすることが大事であると考える。そのため、

今回は野菜の化学物質の抽出について、家でも、簡

単にできるように説明を行った。「家でもできるのです

写真５－１ 実際に抽出したもの 

（左からバジル、ニンジン、ナス） 

写真５－２ 使用した教材 

写真５－３ 使用した教材 

写真５－４ 解説の様子 
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ね」という親御さんの言葉も聞くことができ、今回、この

教材で、化学を伝えるにあたって、役割を果たせたの

ではないかと感じた。 
 
６．いろいろな宇宙の姿（石田） 
６－１．目的  

科学館４階に、今まで日本が打ち上げた科学衛星

の一覧が壁に記載されている。しかし、それぞれの人

工衛星の役割に違いがあることに、気付かない人がほ

とんどである。一般的に宇宙を観測する場合は、可視

光で望遠鏡や双眼鏡を用いることが多いが、研究とし

て宇宙を観測する場合は、さまざまな波長を用いてい

る。そのことが、一般には多く知られていないためだと

考えられる。そのことから、まず光にはさまざまな種類が

あるということから始め、その光で宇宙を見るといろいろ

な宇宙の姿が見られるということを伝えるのを今回の目

的とした。 
６－２．演示準備  

教材は、大きく分けて三部構成にした。使用した材

料は、スケッチブック、磁石、色画用紙である。 
第一部では、光のうち可視光に限定し、光にはさま

ざまな色があるということの説明を行った。身近な例と

して、虹 を出 し、その並 び順 を磁 石 で貼 ってもらった

（写真６－１ 可視光について）。 
第二部では、可視光以外のみえない光について説

明を行った。生活にあふれる目でとらえられない光に

ついて紹介し、その目でとらえられない光がもし見える

と人はどういうように見えるかのクイズをした（写真６－２ 

目でとらえられない光について）。 
第三部では、それらを踏まえて、観測天文学の話を、

人工衛星や望遠鏡などのそれぞれの違いを中心に説

明した（写真６－３ 観測天文学について）。 
６－３．実践と工夫  

実践は、科学館４階にある科学衛星の一覧の前で

行った。実践する前は、科学衛星の一覧を見ている人  

 

 

 
に声をかけようと考えていたが、実践してみると、ほとん

どの人が一覧に目もくれず素通りし、足を止めることが

ないため、声をかけるタイミングすらないことが多いこと

がわかった。そこで、プチサイエンスショー用の折りたた

みのテーブルをお借りし、「あなたの見えない宇宙の姿」

と書かれた看板を置くことで、短い時間でも足を止めて

もらえ、声をかけることができた。 
まず初めに、科学衛星の一覧を、一つの星を観測

するもの（例：かぐや、はやぶさ）と、空全体を観測する

もの（例：てんま、あかり）の２つに分類できることを説明

した。そして、違いのわかりづらい後者を詳しく知ること

を入口として、光について説明した。波長という言葉を

使ってしまうと難しくなってしまうため、あえてその言葉

を使わず、光は、何種類もあることを、虹や身近にある

目でとらえられない光を例にしながら説明をした。 
来館者の年齢や反応に応じて、作成した資料をす

べて説明するのではなく、虹などの可視光もしくは、目

でとらえられない光のどちらに重点を置いて説明を行う

か考えながら、実践した。 
説明するなかで一番重 視した点は、説明する際の

例は、科学館で実際に体験できるものに絞ったことで

ある。初めに実践を行った際、科学衛星の一覧の前に

吊るされている X 線天文衛星「てんま」を、説明の途中
写真６－１ 可視光について 

写真６－２ 目でとらえられない光について 

写真６－３ 観測天文学について 
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で何気なく、実物は上にあります、と紹介すると、背の

高い大人の方でも存在に気付いておらず、びっくりさ

れることが多かった。このことから、説明やその場で答

えるクイズだけではなく、実物や体験できるコーナーに

誘導し、驚いたりすることで、印象が強くなり、今後に

少しでもつながるのではないかと考えた。 

 
６－４．考察と感想  

今回の実践を通し、科学館には様々な層の来館者

が訪れ、様々な疑問・学びがあることを体験できた。そ

れぞれに対し、応えるためにはまず、自分の理解を、

見逃してしまっているような細かいところまで、深めてい

く必要があると感じた。 
また、今回の実践では、展示物の前に人が立って

おり解説ができたが、本来はいないため、展示物（特

に、年表などの人が素通りしてしまうようなもの）の解説

の重要性を学んだ。 
 
７．素粒子の種類と役割に関する教材（杉野） 
７－１．目的  

私は高エネルギー研究室に所属しており主に素粒

子実験について学んでいるが、一般の物理を学んで

いない人々にとっては素粒子という概念そのものが理

解しがたい分野である。ニュースなどでニュートリノ、素

粒子といった言葉を聞いたことはあってもそれが具体

的に何を表しているのか説明できる人は多くない。科

学館の展示にも素粒子の種類や役割に触れた展示

は少なかった。そこで、もっと身近に素粒子について知

ってほしいと思い、素粒子の種類や役割を理解し覚え

られる簡単なカードゲームのような教材を考案した。 
７－２．作成した教材  

演示の際に使用した教材を以下に示す。 
７－３．実践  

演示はまずフリップ（写真７－２）を用いて素粒子と

は一体何なのか、という説明を行った。簡単な説明の

後に作 成したカード（写 真 ７－６）を裏返 し神 経 衰 弱  

 

 

（一度に二枚のカードを表にして絵合わせを行うゲー

ム）を実際にお客様にしてもらい、カードの絵柄に合わ 

写真６－４ 教材を用いて紹介している様子 

写真７－１ フリップの表紙 

写真７－２ 素粒子についての図解 

素粒子のスケールを表したフリップ。素粒子はそれ

以上分解できない粒子であることを説明する。 

写真７－３ 素粒子の仲間分けについて 

素粒子にはフェルミオンとボソンと呼ばれるグルー

プに分けられることを説明するフリップ。スピンにつ

いてなどの詳しい解説は含まずに端的に２種類の

グループがあることを図解している。 
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せて説明を行っていく。例えばアップクォークの絵柄が

現れた時は「これはアップクォークといってフェルミオン

と呼ばれるグループに所属しています」と説明する。こ

こでフェルミオンについて聞かれる場合や興味を持っ

てもらった場合はより詳しいフリップ（写真７－３）を用い

て説明する。また、アップクォークとダウンクォークを組

み合わせる事で陽子や中性子になるといった要素もカ

ードを用いて解説した。今回カードで製作した素粒子

はアップクォーク、ダウンクォーク、ニュートリノ、電子、

フォトン（光子）の５種類だけであったが、演示の最後

に素粒子の一覧のフリップ（写真７－４）を使用し素粒

子の種類はこれだけあるということを知ってもらった。 
７－４．結果及び考察  

実践の結果、初めは素粒子について知らない、興

味が無いと敬遠気味だったお客様もカードゲームや絵

合わせといった言葉を出すと積極的に知ろうとしてくれ

る方が多かった。神経衰弱ということで小さな子どもで

もゲームだけ参加することが出来たので、大人も子ども

も楽しめる教材になったと思う。カードの場所を暗記す

るゲームなので素粒子の名前を覚えてもらうことに関し

ては狙い通りだったと言える。 
発表の仕方としては、フリップの表紙を設置し興味

を持って頂いたお客様だけを対象に演示していたので、

広く素粒子について知ってもらうためにはもっと積極的

に声を掛けていくべきだったと反省している。 
全体として、様々な層のお客様に教材を楽しんでも

らったが、やはり中学生以上の知識は必要であり、初

めの原子のスケールの話で興味を失ってしまう方も少

なくなかった。素粒子という分野自体が万人に理解で

きる分野でないことが分かり、それがこの教材の欠点と

もいえるだろう。しかし、素粒子分野を勉強するきっか

けを与えることを目的とした場合はこの教材は適切とい

えると感じた。 
 
８．総括  

本課題は考案、準備の段階から実習生同 士で意

見を交わしあうことが多く、終始活発に議論することが

できた。学芸員やボランティアガイドの方からのアドバイ

ス、他の実習生や来館者から得られる意見の中には

自分ひとりでは気付かなかったものもあり、他の人と話

し合うことの重要性を学べた。 
また何度も演示を繰り返し、試行錯誤する中で良い

教材が出来上がっていく実感は、非常に印象に残る

出来事となった。一週間という限られた時間の中だっ

たが、どの実習生も個性あふれる素晴らしい教材が完

成したと思う。 
展示を企画する能力は一朝一夕で身に付くもので

はない。しかしこの実習を通じてどのようにすれば能力

を身に着けることができるのか、その過程を理解するこ

とができた。 
 

写真７－４ 素粒子の一覧 

写真７－５ フリップのまとめ 

写真７－６ 素粒子の種類と役割のカード 

素粒子をキャラクター化し簡単な説明を加えた。種

類はアップクォーク、ダウンクォーク、ニュートリノ、

電子、光子の５種類。 
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一週間にわたり、私たち実習生６名を受け入れて下

さった大阪市立科学館の関係者の皆様に心より感謝
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